
新宿区議会議長 桑原ようへい殿  

  

新宿御苑における放射能汚染土再生利用の「実証事業」に関する意見書の提出を求める陳情  

  

新宿御苑への放射能汚染土持ち込みに反対する会呼びかけ人 

平井邦一 他９名  

 

陳情趣旨  

以下の項目について、新宿区議会として国に意見書を提出してください。  

1、住民や新宿御苑に関わる全ての人に対して実証事業の内容の詳細を十分周知してください。  

2、誰もが参加できる公開説明会を改めて開催し、一方的な説明ではなく参加者からの質問に答

えるような場を設けてください。  

3、汚染土に含まれる放射性物質の濃度について、セシウム 137 以外の核種および有害物質もす

べて測定し、区民に情報を開示してください。  

4、住民や全ての関係者の理解が得られていない状態での実証事業は直ちに中止してください。  
  

陳情理由 

  昨年来、環境省は東京電力原発事故で発生した福島県内の放射能汚染土の再生利用をめざし 

て、新宿御苑の花壇で「実証事業」を行うと発表し、12 月 21 日に新宿区内で住民説明会を開催 

しました。ところが説明会の対象は新宿 1 丁目、2 丁目の住民 50 名に限定され、周知方法も町 

内会掲示板に掲示されたのみで、実際の参加者は 26 名に留まりました。環境省は事業の実施は 

「住民の理解が前提」であり、ていねいな説明をするとしていますが、このような狭域小規模 

な説明会では到底関係者の理解は得られず、事業を強行することは許されません。  

 新宿御苑周辺は、学校、公共施設、多数の商店や住宅が密集し、幼稚園や保育園、小学校の 

野外活動が行われ、事業者や苑内で働く人など住民以外にも多数の人々が関わっています。近 

年ますます来苑者が増え、海外からも多くの旅行者が足を運ぶ国際的な観光拠点になりまし 

た。災害時の広域避難場所でもあります。更に東京湾から新宿御苑へは強風が吹き上げ、雨水 

により汚染土を通して沁み出る水は都内の下水道に流れ込むという点からも、首都中心部の広 

域に影響する事業であり、新宿 1、2 丁目の住民だけの問題ではありません。区議会として区民 

や関係者の安全と健康を守るため、上記の事項を意見書として国に提出することを求めます。  
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 取り扱い団体（ ハカルワカル広場 ） 
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